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( 科目コード：8501120004JJ)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】電子回路
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

樋口 博

【授業目標・教育方針】
計算機はデジタル回路を基盤とするものの、パソコンで音響を取り込む、TV チューナを接続するなど、いわゆるマル
チメデイア等を利用した計算機運用では、アナログ電子回路の利用を避けて通れない。将来の設計開発・研究におい
て所望の機能を実現していくためには電子回路技術がベースとなり、またデジタル回路設計の基礎ともなる。この授
業ではアナログ電子回路を通年で行ない、講義の区切りごとに演習問題等をこまめにこなすことで、着実な電子回路
の基礎技術修得を目指す。

【授業概要】
どんなに複雑な電子回路の設計・解析においても、そのバックグラウンドはオームの法則とキルヒホッフの法則に過
ぎない。この二つの法則を実際に使いながら、教科書を元に回路を解き、また演習問題や小試験も織り交ぜながら、
授業を進めていく。3 年次後期で学んだアナログ電子回路の基礎を基盤として、その応用である各種結合増幅、高周
波増幅、帰還増幅、演算増幅、また発振、変復調、電源の各回路について学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
「電子回路」、電気・電子系教科書シリーズ１２：須田健二、土田英一　共著：コロナ社：ISBN-339-01192-4

【メッセージ】
授業でやったところは、その日のうちに、必ず自分で手を動かし、数式を組み立て解くことを繰り返すこと。眼で数
式を追うだけでは決して力は尽きません。毎回の地道な復習のみが実力を付けてくれ、着実な進歩を保障してくれま
す。急がば回れ、です。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%，その他：前期の成績評価は行わない
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%，その他：定期試験　80％、小試験・演習 20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力
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【授業計画】（授業名：電子回路）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1-3 回 RC 結合増幅回路 小信号増幅回路の復習、RC 結合増幅回路
第 4 回 小試験・演習 教科書演習問題を各自に解いてもらい、理解を深める

（以下同様）。
第 5-6 回 直接結合増幅回路 エミッタ接地増幅回路、ダーリントン接続増幅回路
第 7 回 中間試験
第 8-9 回 変成器（トランス）結合増幅回

路
概要、電力増幅回路

第 10 回 小試験・演習
第 11-13 回 高周波増幅回路 同調型増幅回路、広帯域増幅回路中和回路
第 14 回 小試験・演習
第 15-16 回 帰還増幅回路 原理、特徴、種類回路例
第 17 回 小試験・演習
第 18-20 回 演算増幅回路 作動増幅回路、演算増幅回路の特性、基本回路演算回

路への応用
第 21 回 中間試験
第 22-23 回 発振回路 発振条件、LC 発振回路、RC 発振回路水晶発振回路
第 24 回 小試験・演習
第 25-26 回 変復調回路 振幅変調、周波数変調位相変調
第 27 回 小試験・演習
第 28-29 回 電源回路 性能因子、整流回路、平滑回路安定化回路
第 30 回 小試験・演習
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